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城井川水辺整備事業

　

３
月
27
日
、
町
長
、
副
町
長
、
地
域
振
興
課
長
、

地
元
自
治
会
長
ら
が
後
藤
県
議
会
副
議
長
に
寒
田
ダ

ム
下
流
域
の
地
域
振
興
及
び
城
井
川
の
開
発
工
事
の

早
期
着
工
の
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
、
寒
田
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
が

採
択
さ
れ
、
続
い
て
今
年
度
、
事
業
区
域
の
河
川
の
公

園
化
、
そ
し
て
上
城
井
地
区
と
下
城
井
地
区
の
境
の
城

井
川
沿
い
に
４
万
ト
ン
の
貯
留
池
を
造
成
す
る
事
業
が

予
算
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
は
渇
水
時
の
農
業
用
水
確
保
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

城
井
川
水
辺
整
備
事
業 

陳
情

（ 現  地 ）
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麦
の
収
穫
と
田
植
え
が
同
時

に
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
農

家
の
皆
さ
ま
は
忙
し
い
毎
日
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
「
天
変
地
異
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
、
中
国
四

川
省
で
は
大
地
震
の
被
害
で

双
方
と
も
７
万
人
に
の
ぼ
る

死
者
・
行
方
不
明
者
と
な
っ
て

お
り
、
中
国
の
地
震
は
被
災
者

一
千
万
人
を
超
え
る
と
も
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々

に
は
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
、
被

災
者
の
皆
さ
ま
に
は
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

本
町
で
は
旧
城
井
中
学
校
跡

を
テ
ク
ノ
ス
マ
イ
ル
が
研
修
所

と
し
て
借
り
上
げ
て
お
り
、
多

く
の
中
国
人
研
修
生
が
い
ま

す
。
ま
た
、
椎
田
小
学
校
が
南

京
市
の
中
日
友
好
希
望
小
学
校

と
の
姉
妹
校
の
締
結
を
行
い
、

国
境
を
越
え
た
交
流
を
目
指
し

て
隣
国
中
国
と
の
縁
も
一
層
深

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

被
災
者
を
支
援
す
る
義
援
金
の

募
金
箱
を
本
庁（
福
祉
課
窓
口
）

と
支
所
（
総
合
管
理
課
窓
口
）

に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
身
近
で
も
、
平
成

17
年
３
月
20
日
の
福
岡
西
方
沖

地
震
で
は
震
度
３
の
揺
れ
が
あ

っ
た
よ
う
に
、
い
つ
災
害
が
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
幸
い

築
上
町
の
地
下
に
は
地
震
の
巣

と
い
わ
れ
る
活
断
層
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

と
し
て
広
範
囲
に
及
ぶ
大
地
震

を
想
定
し
て
、
町
の
学
校
等
の

施
設
の
耐
震
調
査
を
急
が
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
耐
震
調

査
を
行
っ
て
、
耐
震
工
事
の
施

工
で
基
準
に
か
な
っ
て
い
る
学

校
は
椎
田
小
学
校
の
校
舎
と
講

堂
、
築
城
小
学
校
は
校
舎
、
椎

田
中
学
校
の
体
育
館
と
な
っ
て

町
長
室
だ
よ
り

　

築
上
町
長

　
　
　
　

新　

川　

久　

三

い
ま
す
。
ま
た
、
築
城
支
所
は

新
し
い
建
物
で
耐
震
基
準
に
か

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
耐
震
調

査
は
学
校
施
設
を
優
先
し
て
行

い
、
調
査
後
の
結
果
に
よ
っ
て

は
そ
の
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
（
寄
付
）
制
度
が
始
ま

り
ま
し
た
。
本
町
出
身
の
方
で

納
税
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
自

薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
推
薦
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
は
、
出
身
地
な
ど
の
地
方

公
共
団
体
に
寄
付
す
る
こ
と
で

地
方
を
応
援
す
る
仕
組
み
で
、

地
方
公
共
団
体
に
寄
付
を
行
っ

た
場
合
、
５
０
０
０
円
を
超
え

る
額
が
所
得
税
と
個
人
住
民
税

の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
梅
雨
に
な
り
、
食

中
毒
等
の
起
こ
り
や
す
い
時
節

に
な
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま

ご
自
愛
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ

て
生
活
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
が
「
ふ
る
さ
と

の
た
め
に
貢
献
を
し
た
い
」「
ふ
る
さ
と
を
応

援
し
た
い
」
と
思
う
気
持
ち
を
寄
付
金
と
い
う

形
で
お
寄
せ
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
″
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
〟
な
ど
の
自
治
体
に
寄
付
を

行
っ
た
場
合
、
現
在
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
個

人
住
民
税
な
ど
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

築
上
町
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
応
援
し
て
い
た

だ
く
寄
付
金
を
大
切
に
効
果
的
に
町
の
施
策
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
色
々
な
メ
ニ
ュ
ー
を

検
討
中
で
す
。
制
度
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。「
ふ

る
さ
と
を
守
り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
、
皆
さ
ま
の
応
援
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
振
興
課　

企
画
係　

（
内
線
３
６
３
）

ふるさと納税制度が
始まりました

ふるさと納税
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豊前線周辺散策

　

４
月
17
日
、
豊
前
市
と
み
や
こ
町
を
結
ぶ
「
県
道
犀
川
豊
前
線
」
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
の
開
通
に
よ
っ
て
求
菩
提
山
と
英
彦
山
を
結
ぶ
観
光
ル
ー
ト
が
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
一
帯
に
は
、
普
段
は
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
文
化
財
や
自
然
遺
産

が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や
深
い
歴
史
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

緑
に
色
づ
い
た
山
々
を
眺
め
な
が
ら
、
自
然
と
歴
史
を
感
じ
る
犀
川
豊
前
線
を
ゆ
っ
く
り

散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
、こ
の
寒
田
地
区
の
県
道
犀
川
豊
前
線
周
辺
の
自
然
遺
産
、文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

新
緑
の
築
上
町

　

犀
川
豊
前
線
周
辺（
寒
田
地
区
）
散
策
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豊前線周辺散策

自
然
遺
産
を
巡
る
・
英
彦
山
方
面

　
　

～
自
然
が
作
り
出
す
美
し
い
風
景
と
地
域
の
歴
史
～

　

寒
田
地
区
は
、棚
田
が
広
が
る
と
て
も
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

耳
を
す
ま
せ
ば
、
鳥
の
鳴
き
声
や
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
そ
ん
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
る
寒
田
地
区
。
奥

地
ま
で
足
を
伸
ば
す
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
今
回
県
道
犀
川
豊
前
線
周
辺
を
訪
れ
て
み
ま
し
た
。

　

自
然
と
歴
史
、
ど
ん
な
発
見
が
あ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

　

今
回
、
案
内
を
お
願
い
し
た
の
が
、

寒
田
地
区
在
住
の
靏
田
清
さ
ん
。
靏
田

さ
ん
は
、
自
然
に
詳
し
い
方
で
あ
り

色
々
と
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寒
田
地
区
の
山
に
は
主
に
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
、
モ
ミ
ジ
、
カ
エ
デ
、
ブ
ナ
な
ど
が
生
息
。
四
季
折
々
に
心

が
癒
さ
れ
、
自
然
の
魅
力
は
素
晴
ら
し
い
と
言
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
道
を
進
み
ま
す
。
ひ
ん
や
り
と

し
た
山
の
中
は
、
す
っ
と
汗
も
消
え
て
い
き
ま
す
。

　

林
道
を
進
み
、
目
指
す
は
城
井
ノ
上
城
址
。
か
つ
て
、
宇
都
宮

氏
の
根
城
だ
っ
た
そ
こ
は
、
長
い
歴
史
を
経
て
ひ
っ
そ
り
と
山
中

に
佇
み
、
石
垣
が
往
時
を
し
の
ば
せ
ま
す
。
長
い
間
、
風
雨
に
侵

食
さ
れ
た
岩
が
い
く
つ
も
露
出
し
、
風
情
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

奥
へ
と
登
っ
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
小
川
を
覆
う
よ
う
に
植
わ

る
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
が
そ
び
え
ま
す
。
毎
年
秋
に
な
る
と
鮮
や
か
に

色
づ
き
、
見
物
客
も
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
城
井
川
上
流

の
犬
ヶ
岳
へ
進
む
と
、
真
河
内
の
滝
や
東
尾
の
滝
と
い
っ
た
勇
壮

な
滝
が
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
時
を
刻
み
、
暑
い
夏
に
は
涼
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
す
。

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
山
も
姿
を
変
え
て
い
き
、
秋

は
紅
葉
、
春
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
も
楽
し
め
ま
す
。

○寒田の自然

○真河内の滝
　夏でもひんやりとす
る、神秘的な真河内の
滝。耶馬日田英彦山国
定公園内にあり、福岡
県森林百選にも選ばれ
ています。

○城井ノ上城址
　鎌倉時代、源頼朝
の命により豊前に入
国した宇都宮信房は
築上町の伝法寺荘を
拠点とし、その後一
族は各地に根をおろして、豊前最大の武士団となりました。
しかし、戦国時代、豊臣秀吉の命によって豊前を支配下に
おいた黒田孝高に対して反乱を起こし、天正 16 年（1588）
最後の当主鎮房が中津城で謀殺され、400 年の宇都宮氏の
歴史は幕を閉じます。城井川周辺には、今も史跡が数多く
残っています。

○他城のイロハモミジ
　イロハモミジはモミジの
仲間を代表する落葉広葉樹
で、イロハカエデ、タカオ
カエデの別名でも知られて
います。５～７つに葉が分
かれていてこれを「いろは
にほへと」と数えたことが
名前の由来です。毎年、秋
が訪れると鮮やかに色づく
イロハモミジは、訪れる人
の目を和ませてくれます。

○東尾の滝

靏田  清さん
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自
然
を
満
喫
・
犀
川
豊
前
線
か
ら
絶
景
を
望
む

○鬼の雁木の滝

○芭蕉塚

○飯盛神社

豊前線周辺散策

○次郎坊○ RKB 取材の様子

築
上
町
の
新
し
い
観
光
名
所

　

４
月
に
開
通
し
た
ば
か
り
の
県
道
犀
川

豊
前
線
。
寒
田
地
区
を
一
望
で
き
、
開
通

以
来
、
ド
ラ
イ
ブ
客
は
日
ご
と
に
増
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
犀
川
豊
前
線
へ
向
か
う

道
中
の
山
村
自
然
学
校（
旧
寒
田
小
学
校
）

の
先
を
横
道
に
入
っ
た
所
に
は
、
俳
人
松

尾
芭
蕉
を
弔
う
芭
蕉
塚
が
残
っ
て
お
り
、

苔
む
し
た
そ
の
姿
が
、
時
代
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。
当
時
の
地
元
の
俳
人
た
ち
は
、
芭

蕉
を
弔
う
た
め
各
地
に
塚
を
建
立
し
、
供

養
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
犀
川
豊
前
線
入
り
口
の
手
前
の

山
は
、
飯
盛
神
社
と
し
て
古
く
か
ら
、
崇

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
犀
川
豊
前
線
に
入

り
ま
す
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
現
れ
る
絶
景

は
、
心
を
癒
し
て
く
れ
、
深
い
山
の
中
で
、

大
き
く
息
を
吸
い
込
む
と
人
間
も
自
然
の

一
部
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

カ
ー
ブ
の
続
く
道
を
さ
ら
に
奥
へ
奥

へ
と
進
む
と
、
視
界
が
開
け
て
き
ま
し

た
。
水
の
音
が
聞
こ
え
る
先
に
は
、
大
き

な
滝
。
鬼
の
雁が

ん

木ぎ

の
滝
と
呼
ば
れ
る
こ
の

滝
は
、
そ
の
昔
鬼
で
も
登
れ
な
い
ほ
ど
け

わ
し
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
た

後
は
、
水
量
が
増
え
い
く
つ
も
の
流
れ
が

出
現
し
、
見
ご
た
え
の
あ
る
滝
に
な
り
ま

す
。
道
路
の
開
通
後
は
、
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー

ス
と
し
て
人
気
を
集
め
て
お
り
、
こ

の
日
も
北
九
州
方
面
か
ら
観
光
客
が

訪
れ
、
自
然
の
雄
大
さ
を
体
感
し
て

い
ま
し
た
。
靏
田
さ
ん
は
、「
美
し

い
滝
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見

に
来
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
込
め
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
16
日
に
は
Ｒ
Ｋ
Ｂ
が

取
材
に
訪
れ
、
築
上
町
の
新
名
所
を

多
く
の
人
に
発
信
し
ま
し
た
。

　

自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
の
深
い
築

上
町
。
山
の
懐
に
抱
か
れ
、
非
日
常

を
味
わ
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

自
然
を
感
じ
ら
れ
る
喜
び
に
き
っ
と

気
が
つ
く
は
ず
で
す
。

　

あ
な
た
も
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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築上町自治会

○椎田地区 ○築城地区　　　　　　　平成 20 年 4月 1日現在
自治会名 会　　長　　名 世帯数

椎　
　

田　
　

地　
　

区

湊 　 南 宮野　　葵（ﾐﾔﾉ　ﾏﾓﾙ） 227

湊 　 北 安部　　學（ｱﾍﾞ　ﾏﾅﾌﾞ） 102

鬼 　 塚 牛島　幸雄（ｳｼｼﾞﾏ　ﾕｷｵ） 18

椎 田 東 安永　征治（ﾔｽﾅｶﾞ　ﾏｻﾊﾙ） 76

椎 田 中 長瀬三七男（ﾅｶﾞｾ　ﾐﾅｵ） 260

椎 田 西 井上孝之助（ｲﾉｳｴ　ｺｳﾉｽｹ） 250

臼 　 田 橋本　忠朝（ﾊｼﾓﾄ　ﾀﾀﾞﾄﾓ） 192

椎 田 南 副島　貞夫（ｿｴｼﾞﾏ　ｻﾀﾞｵ） 120

西 高 塚 井上　弘己（ｲﾉｳｴ　ﾋﾛﾐ） 330

峯 　 原 長部　征男（ﾅｶﾞﾍﾞ　ﾕｸｵ） 116

東 高 塚 門田　達雄（ｶﾄﾞﾀ　ﾀﾂｵ） 250

新 　 開 中原　志津江（ﾅｶﾊﾗ　ｼｽﾞｴ） 95

八
津
田
地
区

宇 留 津 奥田　義人（ｵｸﾀﾞ　ﾖｼﾄ） 275

東 八 田 家令　洋右（ｶﾚｲ　ﾖｳｽｹ） 197

今 　 津 深江　壽生（ﾌｶｴ　ﾋｻｵ） 140

西 八 田 植田　道夫（ｳｴﾀ  ﾐﾁｵ） 234

葛　

城　

地　

区

上 岩 丸 下田　　壽（ｼﾓﾀﾞ　ﾋｻｼ） 27

下 岩 丸 大石　榮治（ｵｵｲｼ　ｴｲｼﾞ） 57

奈   古 長谷川喜一郎（ﾊｾｶﾞﾜ　ｷｲﾁﾛｳ） 75

水   原 原口　正毅（ﾊﾗｸﾞﾁ　ﾏｻｷ） 105

越   路 田村　義高（ﾀﾑﾗ　ﾖｼﾀｶ） 180

坂   本 川﨑　五郎（ｶﾜｻｷ　ｺﾞﾛｳ） 113

正 毛 田 渡辺　新之助（ﾜﾀﾅﾍﾞ ｼﾝﾉｽｹ） 67

下 日 奈 古 小森　征夫（ｺﾓﾘ ﾕｷｵ） 77

上 日 奈 古 進　　信孝（ｼﾝ　ﾉﾌﾞﾀｶ） 31

極 楽 寺 永井　精司（ﾅｶﾞｲ　ｾｲｼﾞ） 33

西　

角　

田　

地　

区

真 如 寺 有久　地男（ｱﾘﾋｻ　ﾂﾁｵ） 45

小 　 原 西田　文明（ﾆｼﾀﾞ　ﾌﾐｱｷ） 75

上 り 松 南　　壽男（ﾐﾅﾐ　ﾋｻｵ） 87

石 　 堂 津本大八郎（ﾂﾓﾄ　ﾀﾞｲﾊﾁﾛｳ） 30

福 　 間 森　　市德（ﾓﾘ　ｲﾁﾉﾘ） 65

山 　 添 小林　　肇（ｺﾊﾞﾔｼ　ﾊｼﾞﾒ） 45

上 ノ 河 内 小野　博敏（ｵﾉ　ﾋﾛﾄｼ） 54

有 　 安 柳田　善嵩（ﾔﾅｷﾞﾀﾞ　ﾖｼﾀｶ） 67

合　　　計 4,115

自治会名 会　　長　　名 世帯数

上
城
井
地
区

寒 　 田 神𥔎　　照（ｺｳｻﾞｷ　ﾃﾗｽ） 123

櫟 　 原 嶋𥔎　博晴（ｼﾏｻﾞｷ　ﾋﾛﾊﾙ） 45

上 本 庄 小野　良久（ｵﾉ　ﾖｼﾋｻ） 85

下 本 庄 城井　庸彦（ｷｲ　ﾂﾈﾋｺ） 57

伝 法 寺 山内　　守（ﾔﾏｳﾁ　ﾏﾓﾙ） 122

松 　 丸 白川　滿昭（ｼﾗｶﾜ　ﾐﾂｱｷ） 68

下　
　

城　
　

井　
　

地　
　

区　

上 香 楽 須山　義隆（ｽﾔﾏ　ﾖｼﾀｶ） 13

上 深 野 後藤聖四郎（ｺﾞﾄｳ　ｾｲｼﾛｳ） 75

下 深 野 則松　義人（ﾉﾘﾏﾂ　ﾖｼﾄ） 66

峠 永野　賢一（ﾅｶﾞﾉ　ｹﾝｲﾁ） 28

下 香 楽 末松　信也（ｽｴﾏﾂ　ﾉﾌﾞﾔ） 33

袈 裟 丸 則松利喜男（ﾉﾘﾏﾂ　ﾘｷｵ） 53
袈 裟 丸
第 ２ 原　　國弘（ﾊﾗ　ｸﾆﾋﾛ） 30

安 武 町 松本　　勉（ﾏﾂﾓﾄ　ﾂﾄﾑ） 67

安 武 第 １ 伊勢　泰則（ｲｾ　ﾔｽﾉﾘ） 40

安 武 第 ２ 吉元　正二（ﾖｼﾓﾄ　ｼｮｳｼﾞ） 97

安 武 第 ３ 田丸　弘一（ﾀﾏﾙ　ﾋﾛｶｽﾞ） 150

安 武 第 ４ 出口　貞味（ﾃﾞｸﾞﾁ　ｻﾀﾞﾐ） 76

赤 　 幡 平塚　泰信（ﾋﾗﾂｶ　ﾔｽﾉﾌﾞ） 68

赤 幡 第 ２ 吉留　福生（ﾖｼﾄﾞﾒ　ﾌｸｵ） 25

開 　 拓 芳賀　章郎（ﾊｶﾞ　ｱｷｵ） 10

築　
　

城　
　

地　
　

区

上 小 山 田 加藤　　徹（ｶﾄｳ　ﾄｵﾙ） 77

下 小 山 田 藥丸　　弘（ﾔｸﾏﾙ　ﾋﾛｼ） 57

広 　 末 田村　高男（ﾀﾑﾗ　ﾀｶｵ） 130

上 築 城 鶴田信一郎（ﾂﾙﾀﾞ　ｼﾝｲﾁﾛｳ） 592

下 築 城 原田　敏晴（ﾊﾗﾀﾞ　ﾄｼﾊﾙ） 163

東 築 城 植山　恒久（ｳｴﾔﾏ　ﾂﾈﾋｻ） 250

上 別 府 松本松之助（ﾏﾂﾓﾄ　ﾏﾂﾉｽｹ） 295

下 別 府 杉村　榮市（ｽｷﾞﾑﾗ　ｴｲｲﾁ） 306

南 別 府 吉村　正三（ﾖｼﾑﾗ　ﾏｻﾐ） 104

弓 の 師 原　　照志（ﾊﾗ　ﾃﾙｼ） 34

船 　 迫 岩田　英行（ｲﾜﾀ　ﾋﾃﾞﾕｷ） 69

合　　　計 3,408

両地区合計　　　7,523 世帯
－任期を終えられた自治会長の皆さまお疲れ様でした－

自治会を中心とした活動を始め地域の代表として、まちづくりに貢献される方々です。

平成 20 年度自治会長紹介（敬称略）

　
　5 月 22 日、中央公民館で自治会長会議が開催され、各自治会長、
町長他約100人が出席。本年度の町政や町づくりについて共通理解
を図り、意見交換を行いました。なお、本年度の自治会長は次のと
おりに決まりました。
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４月から長寿医療制度（後期高齢者医療制度）が始まりました

　75 歳以上の方と一定の障害の認定を受けた 65 歳
以上の方は長寿医療制度で医療を受けることになり、
それまで加入していた国民健康保険や被用者保険
などの医療保険の資格はなくなります。

　75 歳になる方には、75 歳になる誕生日の前月中に、
新しい保険証を郵送します。
　新しい保険証（右図）の形態は、表裏の１枚となっ
ています。台紙のミシン目から切り離してお使いくだ
さい。右下図の封筒でお届けします。
※ 事情により、住民票の住所以外の場所への送付を希

望される場合は、事前に住民課保険係まで申し出て
ください。

保険証はいつ届くの？

② ③①
◆�平成 20 年４月支給分の年金
からの天引き（特別徴収）が
なかった従来国民健康保険に
加入していた方及び※被用者
保険の被保険者本人であった
方

◆�年度途中で加入された方（75
歳到達、転入など）

↓
　７月中旬、保険料額決定通知
書兼納付書を送付します。なお、
特別徴収の対象となる要件を満
たす方は 10 月以降特別徴収に
切り替わる場合があります。

　保険料は、加入者の方一人ひとりに納めていただくことになり、原則として年金からの
天引き（特別徴収）となります。
※これまで加入していた国民健康保険など医療保険の保険料負担はなくなります。

保険料の通知はいつくるの？
　　　　　　　納め方はどうなるの？

□  特別徴収は年金（例：社会保険庁が支給する老齢基礎年金など）が年額 18 万円以上で、
介護保険料と合わせた保険料額が年金額の２分の１を超えない方が対象となります。

□  普通徴収の方で口座振替を希望される場合は、金融機関窓口または住民課窓口に口座振替
依頼書を備え付けていますので、ご記入後、指定金融機関へ提出してください。

◆�※被用者保険の被扶養者で
あった方

↓
● 普通徴収になる方には７月中

旬、保険料額決定通知書兼納
付書を送付します。

　 　なお、納付は 10 月からに
なります。

● 特別徴収になる方には７月中
旬以降、保険料額決定通知書
兼特別徴収開始通知書（10
月分年金からの天引き通知）
を送付します。

◆�平成 20 年４月支給分の年金
からの天引き（特別徴収）が
あった方

↓
　10 月以降も引き続き、年金
からの特別徴収となり、７月中
旬以降、保険料額決定通知書兼
特別徴収開始通知書を送付しま
す。

（
保
険
証
）

（封筒）

※ 被用者保険とは、政府管掌及び組合管掌健康保険、船員保険、共済組合を指します。



9

　社会保険庁では、把握している年金加入記録をお知らせする「ねんきん特別便」を、順次皆さまにお送
りすることにしています。
　小倉南社会保険事務所の職員が、行橋市と豊前市で定期的に年金出張相談を行っていますので、不明な
点がある場合や相談をされたい場合等ご利用ください。

日　　時　◦毎月第１・３金曜日……行橋商工会議所　☎（２５）２１２１
　　　　　◦毎月第２・４金曜日……豊前商工会議所　☎ 0979（８３）２３３３
　　　　　　いずれも　１０：００～１２：００
　　　　　　　　　　　１３：００～１４：３０
問い合わせ　住民課　住民係（内線２３５）　　総合管理課　窓口係（内線１２３）
　　　　　　小倉南社会保険事務所　☎０９３（４７１）８８６９

年金出張相談のお知らせ

　国民健康保険へ加入する場合は、「資格喪失証明書」など被用者保険の資格喪失日がわかる
書類と印鑑を持参のうえ、住民課、支所総合管理課で手続きをお願いします。

問い合わせ　住民課　保険係　内線 236

次のような場合は、
国民健康保険などへの加入手続きが必要です。

被用者保険 長寿医療制度

国民健康保険など

夫（被保険者）　75 歳未満

妻（被扶養者）　75 歳未満

夫　　75 歳以上

妻　　75 歳未満

75 歳到達

加　入

手続が必要

中
国
四
川
大
地
震
義
援
金
募
金
箱

を
設
置
し
ま
し
た

～
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
～

　

６
月
20
日
ま
で
庁
舎
内
に
中
国
四
川
大

地
震
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
本
庁　

福
祉
課
窓
口

●
支
所　

総
合
管
理
課
窓
口

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

行
政
係
（
内
線
３
３
３
）

災
害
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
て
日
頃
か
ら
準
備
を
し
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
多
く
な
る

集
中
豪
雨
時
や
台
風
時
は
も
ち
ろ
ん
、
日
頃

か
ら
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
天
気
予
報
を

確
認
す
る
な
ど
気
象
の
変
化
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◆
家
や
周
囲
の
点
検
と
整
備

● 

雨
ど
い
や
屋
根
瓦
、
ベ
ラ
ン
ダ
、
側
溝
な

ど
を
点
検
し
、
清
掃
や
補
修
・
補
強
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

● 

停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
、
ろ
う
そ

く
、
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

● 

家
の
周
り
の
危
険
箇
所
や
避
難
所
、
避
難
経

路
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
気
象
情
報
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

　

 　

台
風
が
接
近
し
て
い
る
と
き
や
大
雨
が

降
っ
て
い
る
と
き
な
ど
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
正
確
な
最

新
の
注
意
報
や
警
報
な
ど
の
情
報
を
入
手

し
、
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
こ
ん
な
土
地
で
は
細
心
の
注
意
を

●
造
成
地

　

 　

地
質
・
地
形
が
不
安
定
な
場
合
は
、
大

雨
で
地
盤
が
緩
み
、
崩
れ
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

●
が
け
の
付
近

　

 　

大
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
土
砂
や
岩
石
が

崩
壊
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
河
川
流
域

　

 　

河
川
敷
だ
っ
た
所
や
河
川
の
流
域
の
地
盤

が
低
い
と
こ
ろ
で
は
、
洪
水
に
見
舞
わ
れ
る

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
洪
水
予
報
・
警

報
が
出
さ
れ
た
ら
い
つ
で
も
避
難
で
き
る

体
制
を
と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
危
険
を
感
じ
た
ら
ま
ず
避
難
を

● 

火
の
始
末
、
戸
締
り
を
し
て
避
難
し
ま

し
ょ
う
（
ブ
レ
ー
カ
ー
も
切
る
こ
と
）

● 

避
難
す
る
と
き
は
、
単
独
行
動
は
避

け
、
消
防
、
警
察
な
ど
の
指
示
に
従
い

ま
し
ょ
う
。

● 

荷
物
は
貴
重
品
、
必
要
な
食
糧
、
衣
類

な
ど
必
要
最
小
限
に
し
て
、
で
き
る
だ

け
両
手
は
使
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

隣
近
所
に
声
を
掛
け
、
お
年
寄
り
や
子

ど
も
、
病
気
の
人
な
ど
の
避
難
に
協
力

し
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
不
意
に
起
こ
る
も
の
で
す
。
実

際
に
被
害
を
受
け
て
か
ら
で
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
、
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
、
日
頃
か
ら
災
害
に

対
す
る
心
得
と
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
災
害
時
の
町
内
避
難

場
所
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

行
政
係　
　
（
内
線
３
３
３
）

後期高齢者医療制度

も
う
す
ぐ
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す



町
内
外
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
築
上
町
役
場　

☎（
５
６
）０
３
０
０　

●
築
上
町
築
城
支
所　

☎（
５
２
）０
０
０
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
番
号
は
、
ど
ち
ら
に
か
け
て
い
た
だ
い
て
も
、
全
課
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
は
じ
め
に
必
ず
課
名
ま
た
は
簡
単
な
用
件
を
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
番
号
で
取
り
次
ぎ
の
場
合
、
支
所
ま
た
は
本
庁
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

－町内外からのお知らせ－

●�

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
（
旧
日
本
育
英
会
）
や
そ

の
他
の
団
体
か
ら
、
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

貸
付
金
利
子　

無
利
子

奨�

学
金
返
還　

卒
業
の
年
の
翌
年

か
ら
毎
年
６
月
及
び
12
月
に
半

年
賦
等
償
還
に
よ
り
返
還

申
込
期
間

　

６
月
16
日
（
月
）
～
30
日
（
月
）

※�
申
請
書
類
は
学
校
教
育
課
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

（
内
線
２
５
０
）

心
と
体
の
発
達
教
育
相
談

　

子
ど
も
の
望
ま
し
い
成
長
発
達

を
図
る
た
め
に
、
教
育
、
心
理
、

療
育
の
専
門
家
が
保
護
者
の
方
に

家
庭
で
の
養
育
や
こ
れ
か
ら
の
教

育
に
つ
い
て
、
様
々
な
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時
及
び
会
場

●
８
月
２
日
（
土
）

　

14

：

00
～
17

：

00

　

行
橋
市
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

●
８
月
23
日
（
土
）

　

14

：

00
～
17

：

00

　

福
岡
県
教
育
庁
京
築
教
育
事
務
所

※�

ど
ち
ら
の
会
場
で
も
相
談
で
き

ま
す
。
都
合
の
よ
い
時
間
に
相

談
で
き
ま
す
。

※�

申
込
書
は
学
校
教
育
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
30
日
（
月
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

学
校
教
育
係

（
内
線
２
５
０
）

児
童
手
当
現
況
届
提
出
の

お
知
ら
せ

　

児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年

児
童
の
養
育
状
態
を
確
認
す
る
た

め
、
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
届
け
を
提
出
し

な
い
と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も

６
月
以
降
の
手
当
は
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
間

　

６
月
２
日
（
月
）
～
30
日
（
月
）

持
参
す
る
も
の

●�
受
給
者
が
被
用
者
（
厚
生
年
金

等
加
入
者
）
で
あ
る
場
合
は
、

健
康
保
険
被
保
険
者
証
又
は
、

年
金
加
入
証
明
書
（
受
給
者
名

義
の
も
の
が
必
要
で
す
）

●�

平
成
20
年
１
月
２
日
以
降
に
築

上
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
１

月
１
日
時
点
に
居
住
し
て
い
た

市
町
村
の
所
得
証
明
書
（
平
成

20
年
度
）

●
印
鑑

※�

児
童
の
養
育
状
況
に
よ
っ
て

は
、
提
出
が
必
要
な
書
類
も
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

�（
例
…
保
護
者
と
児
童
が
別
居

し
て
い
る
場
合
な
ど
）

　

現
況
届
提
出
対
象
者
に
は
、
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
通
知
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
受
付
場
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
給
し
て

い
る
が
通
知
が
届
か
な
い
場
合
な

ど
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

（
内
線
２
４
２
）

母
と
子
の
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

　

野
外
で
作
る
本
格
フ
ラ
ン
ス
料
理

に
挑
戦
す
る
親
子
を
募
集
し
ま
す
。

対�

象
者　

５
歳
以
上
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
を
持
つ
ひ
と
り
親
家

庭
の
母
と
子

日
時　

６
月
28
日（
土
）～
29
日（
日
）

会
場　

国
立
夜
須
高
原

　
　
　
　
　
　

青
少
年
自
然
の
家

参
加
費　

大　

人　

４
０
０
０
円

　
　
　
　

子
ど
も　

３
５
０
０
円

　

�（
宿
泊
費
、
食
費
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
費
、
保
険
料
、
雑
費
等
含
む
）

募
集
人
員

　

30
組
（
母
と
子
80
人
を
予
定
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
13
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

☎
０
９
２
（
５
８
４
）
３
９
２
２

う
つ
の
家
族
教
室

　

「
う
つ
病
の
こ
と
を
知
り
た
い
」

「
ど
ん
な
ふ
う
に
接
し
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
」「
誰
か
に
話
し

た
い
」
と
い
う
家
族
の
う
つ
病
の

こ
と
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
ご

自
分
の
行
動
や
考
え
方
の
整
理
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者　

う
つ
病
の
方
の
ご
家
族

プ
ロ
グ
ラ
ム

築
上
町
奨
学
金
貸
付
の
申
請
受
付

　

築
上
町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

就
学
困
難
な
学
生
に
対
し
て
学
資
を

貸
し
付
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

●�

申
請
者
本
人
又
は
保
護
者
等
が

町
内
に
３
年
以
上
在
住
し
て
い

る
方

●�

高
校
、
大
学
に
進
学
（
在
学
）

す
る
方
で
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
生
支
援
機
構
（
旧
日
本
育

英
会
）
の
収
入
基
準
に
該
当
す

る
方

区　　　　分 定員 一人あたりの
貸付金額（月額）

大学（修学年限４年） ２人 30,000 円

短期大学（修学年限２年）
高等専門学校
（第４学年及び第５学年に在学する方）

３人 20,000 円

高等学校（修学年限３年）
高等専門学校
（第１学年から第３学年に在学中の方）

４人 15,000 円

開催日 テーマ
６月 23 日（月）
11 月 10 日（月）

うつ病の基礎知識と理解のために

７月 14 日（月）
12 月１日（月）

うつ病からの回復と支援１

８月４日（月）
12 月 22 日（月）

ストレスの上手な対処法

９月８日（月）
１月 19 日（月）

うつ病からの回復と支援 2

９月 29 日（月）
２月９日（月）

フリープログラムとまとめ



�

－町内外からのお知らせ－

会
場

　

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
（
５
８
２
）
７
５
０
０

幼
稚
園
教
員
資
格
認
定
試
験

取
得
で
き
る
資
格

　

幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
状

第
一
次
試
験　

９
月
７
日
（
日
）

会
場　

福
岡
教
育
大
学
他

受
験
手
数
料　

７
６
０
０
円

申
込
期
限　

６
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

（
当
日
消
印
有
効
）

願�

書
提
出
先　

受
験
を
希
望
す
る

試
験
実
施
大
学

※�

願
書
は
福
祉
課
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

（
内
線
２
４
２
）

福
岡
県
女
性
海
外
研
修
事
業

「
女
性
研
修
の
翼
」

参
加
者
募
集

応�

募
資
格　

県
内
に
居
住
し
て
お

り
、平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、

満
20
歳
以
上
65
歳
以
下
の
女
性

※�

た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の

議
員
・
職
員
（
常
勤
・
非
常
勤
の

嘱
託
職
員
及
び
臨
時
職
員
を
含

む
）
及
び
学
生
を
除
く
。
ま
た
、

過
去
同
種
の
派
遣
事
業
又
は
10

年
以
内
に
開
催
さ
れ
た
他
の
派

遣
事
業
に
公
的
経
費（
一
部
助
成
、

団
体
へ
の
補
助
等
を
含
む
）
に
よ

り
参
加
し
た
方
は
除
き
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
20
日
（
金
）

研
修
国　

ス
イ
ス
・
ベ
ル
ギ
ー

期
間　

10
月
19
日（
日
）～
26
日（
日
）

研
修
費　

22
万
５
千
円
程
度

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

人
権
課　

人
権
１
係

　

☎
（
５
６
）
３
１
１
６　
　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

体
験
学
習
講
座

●
紙
ひ
ご
の
か
ご
作
り

　

６
月
20
日
（
金
）

●
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り

　

６
月
28
日
（
土
）

●
紙
す
き

　

６
月
30
日
（
月
）

●
廃
油
石
け
ん
作
り

　

６
月
20
日
（
金
）

●
一
関
張
り

　

６
月
20
日
（
金
）

●
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

６
月
20
日
（
金
）

　

メ
ニ
ュ
ー

　

「
和
風
ご
ぼ
う
バ
ー
グ
」

募
集
人
員　

各
10
人

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課　

環
境
係（内

線
１
４
１
）

身
体
・
精
神
・
知
的
障
害
者

職
業
訓
練
生
募
集

応�

募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
又

は
療
育
手
帳
を
有
し
、
公
共
職

業
安
定
所
に
求
職
登
録
を
行
っ

て
い
る
方
で
介
護
を
必
要
と
せ

ず
身
辺
処
理
が
で
き
る
方
。

募
集
コ
ー
ス　

●
IT
ビ
ジ
ネ
ス
科

　

●
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
科

訓
練
期
間

　

８
月
６
日（
水
）～
10
月
31
日（
金
）

※�
土
日
・
祝
日
除
く
。
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ソ
コ
ン
科
は
８
月
13
日（
水
）

～
17
日
（
日
）
も
休
講
。

　

10

：

00
～
16

：

00

受�

講
費　

無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス

ト
代
が
別
途
必
要
で
す
）

選
考
日
及
び
会
場　
　

●
IT
ビ
ジ
ネ
ス
科

　

７
月
23
日
（
水
）　

13

：

30
～

　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

●
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
科

　

７
月
24
日
（
木
）　

13

：

30
～

　

北
九
州
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　

７
月
４
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
３
（
７
４
１
）
５
４
３
１

※�
時
間
は
す
べ
て
14

：

00
～
16

：

00

※�
要
予
約
。

費
用　

無
料

会
場

　

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
（
５
８
２
）
７
５
０
０

薬
物
依
存
家
族
教
室

　

「
ど
ん
な
ふ
う
に
接
し
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」「
振
り
回
さ

れ
た
く
な
い
」「
誰
か
に
話
し
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

※
時
間
は
す
べ
て
14

：
00
～
16

：

00

※�

ど
の
回
か
ら
の
参
加
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
は
、
簡
単
な
問
診
を
行
い
ま

す
の
で
30
分
ほ
ど
早
め
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。　

※�

要
予
約
。

費
用　

無
料

開催日 テ　ー　マ

10 月 30 日（木）
薬物依存の基礎知
識と理解のために

６月 26 日（木）
11 月 27 日（木）

依存症（本人）へ
の関わり方

７月 31 日（木）
１月 29 日（木）

薬物依存からの回
復と社会資源

８月 28 日（木）
２月 26 日（木）

見過ごしていませ
んか？自分の健康

　

生
ご
み
は
水
分
カ
ッ
ト
が
最
優
先

で
す
。
三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
使
っ

て
完
全
に
水
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
で
生
ご
み
は
軽
く
な
り
、
ご
み
集

積
所
周
辺
の
悪
臭
も
減
少
し
ま
す
。

ま
た
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理

費
用
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

生
ご
み
の
量
を
減
ら
す
に
は
、
生

ご
み
処
理
機
で
肥
料
に
す
る
方
法
も

効
果
的
で
す
。ご
み
が
大
き
く
減
り
、

さ
ら
に
栄
養
効
果
の
高
い
肥
料
も
で

き
ま
す
。
植
物
に
必
要
な
三
大
要
素

（
チ
ッ
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
）
の
含

有
率
は
、
市
販
品
と
比
較
し
て
も
引

け
を
と
り
ま
せ
ん
。
町
に
は
、
生
ご

み
処
理
機
の
購
入
金
額
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

◆�

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
す
る

補
助
金
制
度

　

生
ご
み
処
理
機
で
処
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
ご
み
を
可
燃
ご
み
と

し
て
出
す
こ
と
を
抑
え
、
ご
み
の
減

量
と
堆
肥
化
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
金

額
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
金
の
額
（
限
度
額
）

　

機
械
式　

１
５
，
０
０
０
円

　

手
動
式　
　

３
，
０
０
０
円

●
申
請
に
必
要
な
も
の

　

 

領
収
書
（
購
入
日
・
機
種
名
が
明

記
さ
れ
た
も
の
）・
カ
タ
ロ
グ
・

印
鑑
・
通
帳
番
号

※
購
入
機
種
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
課　
環
境
係
（
内
線
１
４
１
）

美
し
い
環
境
を
い
つ
ま
で
も

　
　

～
生
ご
み
の
悩
み
を
解
決
～



人の動き（４月末現在）
　人口　２０，９６３人
　男　　１０，００５人
　女　　１０，９５８人
　転入　　　　９８人
　転出　　　　７５人
　出生　　　　１０人
　死亡　　　　３２人
　世帯数　８，９４６世帯

築
上
海
洋
ク
ラ
ブ
員
募
集

　

今
年
の
夏
は
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

で
自
然
と
友
達
に
な
ろ
う
！

対�

象
者　

町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
（
小
学
３
年
生
以
上
）

期�

間　

７
月
４
日
～
８
月
29
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日

※
お
盆
の
週
は
除
き
ま
す

募
集
人
員　

20
人
（
※
先
着
順
）

参
加
費
用　

５
０
０
円

　
　
　
　

（
保
険
加
入
費
と
し
て
）

申
込
期
限　

６
月
17
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

（
内
線
２
４
１
）

築
上
町
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
者
募
集

参
加
資
格

　

中
学
生
以
上
で
町
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
す
る
方

　

１
チ
ー
ム
４
人
制（
女
性
３
人
・

男
子
１
人
も
し
く
は
女
性
４
人
）

日
時　

７
月
13
日
（
日
）

　
　
　

受　

付　

９

：

00
～

　
　
　

開
会
式　

９

：
30
～

会
場　

築
城
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

参
加
費
用　

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申
込
期
限　

７
月
４
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

（
内
線
２
４
１
）

障
害
者
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

７
月
17
日
（
木
）

　
　
　

10

：

00
～
12

：

30

　
　
　

13

：

30
～
16

：

00

会
場　

ウ
ェ
ル
と
ば
た

募
集
人
員　

20
人
程
度

※
要
予
約
。

参
加
費
用　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
障
害
者
企
業
内

　

実
習
付
職
業
紹
介
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
１
５
）
６
８
０
０

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

試
験
種
類

　

上
級
・
中
級
農
業

第
１
次
試
験
日　

６
月
29
日（
日
）

会
場　

福
岡
工
業
大
学

申
込
期
限

　

６
月
６
日
（
金
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
期
限

　

６
月
３
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

　

☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３
９
５
６

問い合わせ
　　総務課　行政係（内線３３２）

築上町情報公開制度の運用状況
　築上町情報公開条例第 26 条の規定により、平成 19 年度の運用状況を次のとおり公表します。

開示請求 処　理　状　況
開示 部分開示 非開示 却下 拒否 不存在 取り下げ

17 17 0 0 0 0 0 0

１情報開示請求の状況及び処理状況

区　　分 件　数
不服申し立て 0

苦情の申し出 0

２不服申し立て
　　　　　及び苦情申し出の状況 開示請求者の区分 件数

請求

権者

① 町内に住所のある人 7

②
町内に事務所・事業所を持つ個人・
法人その他の団体

0

③ 町内に通勤、通学する人 0

④ その他 10

３情報開示請求の請求者別内訳

�

－町内外からのお知らせ－

　

募集団地
●峯原第１団地 64 号（3 階）　　●峯原第３団地Ａ棟 405 号（4 階）
●正毛田団地 370 号（平屋）　　●正毛田団地 374 号（平屋）
●正毛田第２団地 410 号（平屋）　●一丁畑団地 14A ― 401 号（4 階）
●安武孫目団地 101 号（1 階）　●安武孫目団地 102 号（1 階）
　※ １世帯１住宅のみ申し込み可能。応募者多数の場合は抽選。
　※ 家賃は収入等によって異なります。また、家賃の他、共益

費が必要な住宅があります。

入居資格
　・収入基準
　　一般世帯：月額 20 万円以下
　　裁量階層世帯：26 万８千円以下
　　　（障害者及び高齢者世帯）
　・ 町内に３ヵ月以上居住、又は６ヵ月以上在職している方
　・ 単身入居の場合は、満 60 歳以上の方
　※ 但し、平成 18 年 3 月 31 日までに満 50 歳以上である方につい

ては裁量階層として扱います
　・持ち家がない方
　・ 町税等を滞納していない方
　※ 納期到来分が未納になっている場合は申し込みできません。
　・現に住宅に困窮していることが明らかな方
　・現在、県営又は町営住宅に入居していない方
　・ 入居予定者に決定後 10 日以内に請書（入居決定に伴う書類

を添付）の提出及び敷金（家賃月額の３ヵ月分と同額）の

町 営 住 宅 入 居 者 募 集
納入ができる方

　・入居者及びその同居者が暴力団員ではない方
　※ いかなる場合でも以上の入居資格全てを満たしていない場

合は申し込みできません。

必要書類
　・町営住宅入居申込書（建設課に備え付け）
　・ 住民票（入居希望者全員の記載があり、かつ続柄が記載さ

れているもの）
　・ 平成 20 年度（平成 19 年分）所得証明書（入居希望世帯で

収入のある方全員分）
　※源泉徴収票不可
　・滞納がない証明書（納期到来分まで）
　・ 町内に３ヵ月以上居住しておらず、町内に６ヵ月以上在職し

ている場合はそれを証明する書類（会社からの在職証明等）
　・入居者及びその同居者が暴力団員ではない確約書

申込期間
　６月 20 日（金）～ 27 日（金）（土日は除く）
　８：30 ～ 17：00
　※ 申し込みをされる方の中には、別に書類等を提出していただ

く場合もありますので、なるべくお早めに手続きを行うよう
にしてください。

問い合わせ　建設課　管理係（内線 382）
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≪20年 4月から健診制度が変わりました≫
＝６月から築城地区で集団健診が始まります＝

あなたが受けられる健診はどれか次の表で確認しましょう。

＊ 35歳～ 39歳：昭和 44年 4月 1日～昭和 49年 3月 31日に生まれた方
＊ 40歳～ 74歳：昭和 9年 4月 1日～昭和 44年 3月 31日に生まれた方
＊ 65歳以上：昭和 19年 3月 31日以前に生まれた方
＊ 75歳以上：昭和 9年 3月 31日以前に生まれた方

≪持参する物≫
１： 健診を受ける際は、必ず

保険証・受診券（国民健
康 保 険 加 入 者 40 ～ 74
歳）をお持ちください。

２：健康手帳（お持ちの方は）
３： 朝一番の尿（空き瓶等を

利用してください。）
４：健診個人負担金

�

≪注　意≫
１： 肝炎検査は、今まで肝炎抗体検査を受けたことのない方が対象

です。
２： 胃がん検診を受ける際には、前日の午後 9 時以降及び当日の朝

は食物・水・タバコはとらないでください。
　　 　また服用中の薬がある場合は、事前に主治医とご相談ください。
３： 生活保護世帯・非課税世帯の方は、個人負担金が免除になる制

度があります。
　　 　事前に申請された方のみです。健診当日は対応できませんの

でご注意ください。
　　 　ただし、受診券が届いた方については、事前申請は必要あり

ません。

＊ 特定健診と基本健診の検査内容は同じです。特定健診は医療保険者が実施するもので、
基本健診は町が独自に実施するものです。

築城地区の健診が6 月10日（火）から各地区で始まります。
健診の前に次のことに注意してください。

健診日程・負担金については、
広報ちくじょう４・５月号を
参照ください。

医療機関
での健診

　75 歳以上の後期高齢者医療の対象者は、福岡県後期高齢者医療広域連合が行う健診
を受けます。
　健診の案内が、7 月ごろ広域連合から届く予定です。健診会場は指定の医療機関です。
　また、今年度中（21 年３月まで）に後期高齢者医療の対象になる方も、医療機関で
の健診を受けることになります。

年齢を
確認して
ください

町
が
集
団
健
診
と
し
て
行
う
健
診

あなたの年齢と条件

従来の住民健診に相当する健診 が　ん　検　診

結核検診
特定健診 基本健診

肝炎ウィ
ルス検査

肺がん 胃がん 大腸がん
子宮
がん

乳がん

35 ～
39 歳

年に 1 度会社等で
定期健診を受ける
機 会 の な い 方 ( 生
活保護受給者含む）

× ○ ○ × × × ○ × ×

40～
74 歳

国民健康保険加入者 ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○
65歳以上
の方のみ
○

社会保険加入者
会社が行
う 健 診

×

生活保護受給者 × ○

75歳以
上の方

生活保護受給者 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
後期高齢者医療の
対 象 者

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○



�

申込期限　6月 30日（月）
申込・問い合わせ　保健センターチアフルついき・健康増進係（内線 710）

築城地区：子宮がん乳がん検診のお知らせ
　町が行う子宮がん乳がん検診は隔年で受けていただきます。（毎年検診を希望される方は、医療機関と交互に受けましょう。）
　乳がん検診は、マンモグラフィ（レントゲン撮影）と医師による視触診です。40歳代は２方向を撮影し、50歳以上の方は１方
向を撮影します。
＊生活保護世帯・非課税世帯の方は、個人負担金が免除になる制度があります。（※事前に申請が必要です。）

対象者 個人負担金

子宮がん検診 20 歳以上 　７００円

乳 が ん 検 診
40 歳 代 １，８００円

50 歳以上 １，３００円

検　診　日　時 会　　場

７月 24日（木）

９：00～９：30 老人いこいの家やまさと

10：30～ 11：00 上 城 井 公 民 館

13：30～ 14：30 下 城 井 公 民 館

７月 25日（金） ９：00～ 10：30 保健センターチアフルついき

テレビ放映のお知らせ
～ 6月 18 日（水）「ためしてガッテン」～
漬け物やぬか床の取り組みをNHKが取材

　５月 15日、NHK放送「ためしてガッテン」

取材班が来町し、築上町のぬか床の取り組み

について取材を行いました。当日は、漬け物

作り講習会の実行委員や参加者が集まり、メ

タセの杜で収録が行われました。この模様は

６月 18 日（水）20：00 ～「ためしてガッ

テン」の中で放映されます。皆さん、ぜひご

覧ください。

食中毒を防ぎましょう　
～食中毒予防の三原則は、

食中毒菌を「つけない・ふやさない・殺す」です～
　夏は食中毒が多発する季節です。食中毒は家庭でも発生しま
す。魚やいか、うにや貝等の魚介類を原因として発生する腸炎
ビブリオによる食中毒は、６月から 10月に猛威を奮います。
◆腸炎ビブリオ食中毒の原因
　長時間放置した刺身や寿司、仕出し弁当等を食べることに
よって食中毒が起こることがあります。また、腸炎ビブリオに
汚染された調理具類や手の指等を介して、二次感染を受けた食
品が原因となることがあります。
◆家庭でできる予防策
・�腸炎ビブリオは４℃以下では増殖しません。魚介類を保存す
るときは、冷蔵庫のチルド室（０～４℃）を活用しましょう。
・�生の魚介類を調理した後は、まな板や包丁を熱湯で消毒しま
しょう。
　生の魚や切り身等を冷蔵庫で保存するときは、必ずラップをか
けるか、密閉性のある容器を使いましょう。腸炎ビブリオが付い
ている魚等が他の食品に触れると汚染される危険があります。

食生活改善推進会　

作り方

①�レタス、赤ピーマンはせん切り、キュウリは輪切りにし、

全ての野菜を塩少々（分量外）でしんなりさせる。もやし

は熱湯でさっと茹で、水気を切る。

②�豚肉は食べやすい大きさに切り、茹でて水気を切る。

③�ドレッシングを作る。鶏がらスープはお湯で溶いておき、

他の材料とよく混ぜ合わせる。

④�器に野菜、豚肉を並べ、食べる直前にドレッシングをかけ

る。

　旬の野菜の簡単料理紹介
　　　　　　　　　　〈No.14〉

＜豚しゃぶサラダ＞
上別府地区　吉元琴代さん

みなさん、
ぜひお試しください。

材料（２人分）

（ドレッシング）

�・ねりごま…大さじ１

�・しょうゆ…小さじ２
�・酢…小さじ２
�・砂糖…大さじ 1/2
�・すりごま…小さじ２
�・鶏がらスープ…小さじ 1/3
�・お湯…大さじ 1.5
�・おろし生姜…少々

－保健だより－

（サラダ）

�・もやし…100g

�・レタス…50g
�・きゅうり…40g
�・赤ピーマン…20g
�・豚肉…120g

�・おろしにんにく…少々
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－築上町の話題－

－築上町の話題－

町
の
ス
タ
ー

☆

　

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

「
投
稿
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
情
報
や
投
稿
記
事
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課　

情
報
政
策
係
（
内
線
３
３
１
）

地域の伝統、僕たち私たちが引き継ぐ
　築上町の５月は祭りの季節。各地域で神幸祭や神楽が行われ、町内は祭り一色とな

りました。そんな町を彩る神楽のひとつである小原神楽。小原小学校では、総合学習

の時間に児童が地域の伝統の継承者として練習に取り組んでいます。

　小原神楽は約 140 年の歴史があり、中でも小
こ

神
かぐ ら

楽は、全ての神楽の基礎となる大

切なもの。月１回の練習は、全校児童が参加します。

　当日、児童たちは狩
かりぎぬ

衣に身を包んで

息のあった舞を披露し、練習の成果を

見事に発揮しました。

　また、上り松地区では、今年子ども

神楽を結成。地元有志が子どもたちに

伝統の神楽を伝えたいと地域の小学生

11 人に指導を行いました。参加した

子どもたちや保護者も積極的に伝統文

化を学び、地域を盛り上げました。４

月から特訓を重ね、初めて披露された

子ども神楽は、祭りに花を沿え、その

かわいらしさに会場は笑顔に包まれま

した。これからも伝統文化が継承され

ていくことが期待されます。

　この他にも、町内各地で神幸祭や楽

打ち、神楽が行われ、お囃子や太鼓の

音が鳴り響きました。

社交ダンスでスーパーファイナル級合格
～おめでとうございます～

　４月 27日、九州ダンス教師協会主催のメダルテストが行われ、10段階

中最高のスーパーファイナル級に石丸マチ子さん、前山和谷さん、前山茂

美さん（町体育協会ダンス部所属）が合格し、認定証を受けました。３人

は、約７年間練習と精進を続け、今回見事に合格しました。３人は「最終

級に合格し、大変嬉しいです。これからもダンスを通じ、健康と融和に努

め、微力ながら地域のために尽くしていきたいです」と喜びを語ってくれ

ました。（写真は右から前山茂美さん、前山和谷さん、石丸マチ子さん）

▲小原神楽

▲▼上り松神幸祭

▲築城神幸祭
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町民大学開講式
　４月 30 日、平成 20 年度町民大学の開講式が中

央公民館で行われました。今年度は 12講座が開講

し、約 200 人が受講します。来賓の方からは「素

晴らしい出会い、素晴らしい時間をエンジョイし前

向きに学んでいってほしい。そして、学んだ分だけ

自分が大きくなり、学んで培った技をまわりの人に

伝えてほしい」と激励の言葉が贈られました。

金メダル獲得！～おめでとうございます～
　４月 27日、博多の森陸上競技場（福岡市）・クローバープラザ（春日市）で第 46回福岡県身体障害者体育大会

が開催され、築上町在住の３人が金メダルに輝きました。金メダルを獲得したのは、藤間道昭さん（シャベリック

スロー）、尾﨑昭富さん（卓球）、宇多村多喜夫さん（ソフトボール投げ）。３人に喜びのコメントをいただきました。

男女共同参画ネット総会
　４月 27日、築城公民館で男女共同参画ネット総会が行われました。

また ｢誰が決めたの？　家族の役割」と題したパネルディスカッショ

ンと、パネルシアター「桃から生まれた桃次郎」が上演され、参加者

は男女共同参画について認識を深めました。

藤間道昭さん
　今年新しく競技に加わったシャベ

リックスローで、金メダルを取るこ

とができました。皆さんシャベリッ

クスローという競技はご存じです

か？シャベリックスローとは、プラ

スチックで作られたロケット型の形

で先端にゴムが付いています。それ

をやり投げ競技のように飛ばし、距

離を競う競技です。私も初めての体

験でしたが、とても楽しかったです。

来年も頑張りますので、よろしくお

願いします。

宇多村多喜夫さん
　皆さまの声援のおかげで今大会も

ソフトボール投げ種目で、３年連続

金メダルを取ることができました。

本当にありがとうございます。自己

記録には少し届きませんでしたが、

来年は記録更新できるよう頑張りた

いと思います。今後とも皆さまの

温かいご声援をよろしくお願いしま

す。

尾﨑昭富さん
　昨年に引き続き、今年も卓球の部

で１位になり、本当に嬉しく思って

います。「しいだコミュニティ倶楽

部」の会員として設立当初から会員

になり、毎週火、木曜日２時間程度

練習しています。年２回ピンポン教

室で試合を行います。郡内の大会に

も出場します。周囲の方々と指導員

さんの協力でここまで来ることがで

きました。来年も元気に出場して記

録更新を目指したいと思っていま

す。

皆でひとつに～中学校体育祭
　５月 24 日、椎田中学校と築城中学校

で体育祭が行われました。突然の雨にみ

まわれましたが、最後まで各競技で白熱

した試合が繰り広げられました。生徒た

ちは日頃の練習の成果を発揮し、活気と

熱気に溢れた一日となりました。
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黄色い帽子贈呈式
　５月 19 日、葛城保育園で黄色い帽子の贈呈式が行われました。こ

れは毎年、新入園児が交通事故に遭わないようにと築上町社会福祉

協議会が行っているものです。この活動は 20 数年前から始められ、

関係者が見守る中、今年は 142 個の帽子が新入園児に配られました。

　園児は「道路の右側を歩きます」等元気な声で交通安全宣言を読

みあげました。

オカリナの音色に触れる
　５月 14 日、葛城保育園の誕生会でオカリナの演奏会が開

かれました。この演奏会は、園児にオカリナの音色に触れ、

文化的なものへの関心を育ててほしいと行われたものです。

演奏は町内在住の田中純子さん（越路）。田中さんは「大き

くなってこの音色を覚えていてくれたら」と話しました。

　園児は演奏に合わせて歌を口ずさむなど、貴重な体験と

なりました。

№ 2

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

　

築
上
町
に
来
て
、
早
く
も
一
ヵ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
本
当
に
毎
日
の
密
度
が
濃
く
、
都
会
じ
ゃ

絶
対
味
わ
え
な
い
よ
う
な
初
体
験
の
連
続
。
お

祭
り
、
ア
ス
パ
ラ
収
穫
、
Ｆ
Ｍ
出
演
、
メ
タ
セ

の
杜
、
蜂
蜜
絞
り
、
草
刈
り
、
田
植
え
、
果
樹

園
な
ど
な
ど
色
々
な
場
所
で
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
活
動
の
中
で
も
特
に
お
祭
り
は
色
々
と

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
首
都
圏
の
ベ
ッ
ト
タ

ウ
ン
で
生
ま
れ
育
っ
た
僕
に
と
っ
て
、
祭
り
は

身
近
な
存
在
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
ま
で

見
に
行
く
よ
う
な
そ
ん
な
存
在
で
し
た
。
近
所

付
合
い
も
少
な
く
て
、
地
域
で
何
か
を
す
る
機

会
も
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
地
域
で
し
た
。
僕

は
龍
城
院
の
柴
燈
護
摩
大
祭
と
六
田
の
弘
法
大

師
祭
、
船
迫
の
神
幸
祭
の
三
ヵ
所
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
ど
の
お
祭
り
も
地
域

の
人
が
み
ん
な
集
ま
り
、
老
若
男
女
一
緒
に
な
っ

て
祭
り
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
て
、
本
当
に
す
ご

い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
酒
を
飲
み
、
笑
い
、

汗
を
か
き
、
ま
た
酒
を
飲
む
…
…
。
そ
ん
な
祭

り
最
高
で
す
！

　

こ
れ
か
ら
も
、
楽

し
み
な
が
ら
活
動
し

て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
背
の
高
い

ひ
ょ
ろ
っ
と
し
た
人

を
見
か
け
た
ら
た
ぶ

ん
僕
な
の
で
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

都
会
で
は
味
わ
え
な
い
経
験 雛

田　

真
彰

第２回自治会対抗
町民ソフトボール大会結果

Ａパート　優　勝　下築城自治会

　　　　　準優勝　上築城自治会

Ｂパート　優　勝　越路自治会

　　　　　準優勝　広末自治会

空手でがんばりました！（敬称略）

　４月 13 日に、北九州総合体育館で第 20 回北九州地区空手道選

手権大会及び第 26 回北九州地区少年空手道練成大会が開催され

ました。築上町からも選手が参加し、優秀な成績をおさめました。

・小学２年男子組手の部　ベスト８

　　　　　　　　　　　　　　　重久明輝（八津田小学校２年）

・小学校２年女子組手の部　優　勝

　　　　　　　　　　　　　　　椎野麻怜（築城小学校２年）

・小学校４年男子組手の部　ベスト８

　　　　　　　　　　　　　　　稲岡諒（築城小学校４年）

・小学校６年男子型の部　ベスト８　杉村翼（築城小学校６年）

・　　　〃　　組手の部　ベスト８　　　〃

・成年女子組手の部　準優勝　　斉藤由理

　練習の成果を出せた選手が多く、一人ひとりの成長を感じさせ

ました。
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☆

ス
ポ
ー
ツ

－スポーツ－

　

４
月
26
日
、

平
成
20
年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
椋
本
三
男
さ
ん
（
日
奈
古
）

が
別
府
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
に
当
選
、
ま
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
も
優
勝
し
、
二
重

の
喜
び
で
満
面
の
笑
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
の
予
定

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
奈
古
グ
ラ
ウ
ン
ド
草
刈

　

６
月
７
日
（
土
）
８

：

30
～

●
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
IN
浜
宮

�　

７
月
27
日
（
日
）

　

�

詳
し
く
は
広
報
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

●
第
１
回
「
し
い
コ
ミ
発
表
会
」

　

８
月
３
日
（
日
）
13

：

00
～

　

�

教
室
発
表
会
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
が
発

表
会
に
向
か
っ
て
準
備
・
練
習
を
始
め
ま

し
た
。
会
員
で
な
い
方
も
ぜ
ひ
ご
観
覧
く

だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
「
し
い
コ
ミ
」
の

楽
し
さ
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

�

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部
事
務
局

　

☎
（
５
６
）
０
２
５
１

きっとみつかるよ、やりたいスポーツ
　～築上町少年スポーツ振興協議会クラブ紹介～ No.1 ゲートボール

代表　福田忠義さん

　築上町少年スポーツ振興協議会は、町内の小学生を対象にスポーツを通して青少年の心身の健
全育成と健康で明るい文化的な町民を育成する目的で活動しています。今月からその築上町少年
スポーツ振興協議会の各クラブを紹介していきます。６月はゲートボールです。

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
倶
楽
部
は
色
々
な
人
が
集

ま
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
を
通
じ
て
楽
し
み
を
見
つ
け
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

し
い
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

倶
楽
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　平成 8年、大人と子どものふれあいを目的に、旧築城町教育委員会とゲートボール協会の共

催で公民館活動の一環として始まったゲートボールクラブ。現在は小学生から高校生まで約 50

人が参加しています。

　毎週土曜の練習日になると子どもたちが集まり、ボールをゲートにくぐらせるゲームやラインぎりぎりで

ボールを止める競争を始めます。互いにアドバイスしあったり、ボールを見つめるまなざしは真剣そのもの。

高齢者チームと試合を行って力アップもはかっています。参加している子どもたちは「ねらったボールにあ

たったときが嬉しい」と声を弾ませます。また、町外に住む OBの少年らも帰省時には練習を訪れ、後輩に

指導を行っています。町内外のチームとの世代交流試合も盛んで、子どもたちは遠征をとても楽しみにして

いるそうです。

　設立当初から指導を行っている代表の福田忠義さんは、「ゲートボールの魅力は高度な技術と先を読む作

戦のおもしろさです。それぞれが目標を持ってチャレンジしていってほしい」と語ります。

　県大会や九州大会、全国大会でも優秀な成績をおさめ、県内有数の強豪チームに成長したゲートボールク

ラブ。合併を機にさらに多くの子どもたちにゲートボールが普及していくことが期待されます。6月 15 日

には粕屋郡で行われる県大会に出場します。

★練習日　毎週土曜日　9：00 ～ 11：30　スパーク築城
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行事予定表　６月１日～ 30 日

●コマーレ・築上町図書館休館日：毎週火曜日　●築城図書館休館日：毎週火曜日・土・日曜日・祝日

1 日㈰

・�築上町民ゴルフ大会 2008（8：00 ～・周防灘
カントリークラブ）
・休日相談医
　築上町…宮崎リハビリテーション医院
　　　　　☎ 56-1035
　豊前市…みぞぐち泌尿器科クリニック
　　　　　☎ 0979-84-0840　
　　　　　豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

2 日㈪ ・人権相談（10：00 ～ 15：00・自愛の家）
・楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）

3日㈫

・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
自愛の家）
・�ポリオ予防接種（13：30 ～ 14：00 受付・保健
センターチアフルついき）

4日㈬

・補聴器相談（13：30 ～ 14：30・築城公民館）
・補聴器相談（10：00 ～ 11：00・自愛の家）
・BCG予防接種（13：30 ～ 14：00 受付・自愛の家）
・社協心配ごと相談（9：30 ～ 15：00・自愛の家）
・�粗大ごみ収集日：八津田・東高塚・峯原・浜宮・
高杉住宅・新開・西高塚の一部（非垣団地、町
営住宅西高塚入口、椎田中学校正門前）

5日㈭ ・子育て相談（11：00 ～ 12：00・児童館）

6日㈮ 　

7日㈯ ・保育のつどい（10：00 ～・椎田中学校体育館）

8日㈰
・休日相談医
　築上町…田中医院　☎ 0930-56-0026
　豊前市…豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

9 日㈪

・楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・�三種混合予防接種（～ 13 日）
　�（医療機関及び接種曜日・時間は『平成 20 年度
築上町予防接種年間予定表』をご覧ください）

・�１歳６ヵ月児、３歳児健診：築城地区（13：10
～ 14：00 受付・保健センターチアフルついき）

10 日㈫

・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
保健センターチアフルついき）
・�特定健診、胃がん検診等：築城地区（～ 25 日）
（日時及び会場は広報５月号をご覧ください）

11 日㈬

・補聴器相談（10：00 ～ 11：00・築城公民館）
・補聴器相談（13：00 ～ 14：00・自愛の家）
・�粗大ごみ収集日：西角田地区・鬼塚・椎田中の
線路から山側
・社協心配ごと相談（9：30 ～ 15：00・自愛の家）

12 日㈭ ・温泉入浴（12：00 ～ 20：30・自愛の家）

13 日㈮ 　�
14 日㈯ 　

15 日㈰

・自治会対抗卓球大会（8：40 ～・椎田体育館）
・休日相談医
　豊前市…くろつち整形外科クリニック
　　　　　☎ 0979-82-2551　
　豊築休日急患センター　☎ 0979-82-8820

16 日㈪ ・楽々健康クラブ（10：00 ～ 11：00・築城公民館）

17 日㈫ ・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・自愛の家）

18 日㈬

・�行政相談（10：00 ～ 15：00・自愛の家、築城
公民館）
・補聴器相談（11：00 ～ 12：00・築城公民館）
・補聴器相談（13：00 ～ 14：00・自愛の家）
・社協心配ごと相談（9：30 ～ 15：00・自愛の家）
・�粗大ごみ収集日：湊地区・椎田東・椎田中・西
の線路から海側・西高塚の一部（下水処理場横、
園田官舎・寺渡橋の花壇横、町営住宅峯原第一
団地、高塚官舎、高塚２組柴田トメコさん宅前）

19 日㈭ 　

20 日㈮ ・�乳児健診：椎田地区（13：10 ～ 14：00 受付・
自愛の家）

21 日㈯ 　

22 日㈰

・休日相談医
　築上町…椎田病院　☎ 56-0030
　上毛町…上毛町国民健康保険直営診療所
　　　　　☎ 0979-72-2028
　豊前市…豊築休日急患センター　☎0979-82-8820

23 日㈪ 　�

24 日㈫

・�福岡県巡回交通事故相談（10：00 ～ 16：00・
行橋市役所）

・�おっぱい育児相談（10：00 ～ 12：00 要予約・
保健センターチアフルついき）

25 日㈬

・補聴器相談（9：30 ～ 10：30・築城公民館）
・補聴器相談（11：00 ～ 12：00・自愛の家）
・�乳児健診：築城地区（13：10 ～ 14：00 受付・
保健センターチアフルついき）

・社協心配ごと相談（9：30 ～ 15：00・自愛の家）
・可燃性粗大ごみ収集日：築城地区全域
・�粗大ごみ収集日：葛城地区・臼田・椎田西の線
路から山側・椎田南

26 日㈭
・�妊婦さんの調理交流会（10：00 ～ 13：00 要予
約・保健センターチアフルついき）

・温泉入浴（12：00 ～ 20：30・自愛の家）

27 日㈮ ・�１歳６ヵ月児健診：椎田地区（13：10 ～ 14：
00 受付・自愛の家）

28 日㈯ 　

29 日㈰
・休日相談医
　豊前市…重岡胃腸科外科医院　☎0979-82-1011
　豊築休日急患センター　☎ 0979-82-8820

30 日㈪ ・�１歳児すくすく教室（13：30 ～ 14：00 受付・
自愛の家）

今  月  の  納  税

納税は便利な口座振替で
　あなたの預貯金口座から自動的
に納税する口座振替を利用すれ
ば、納め忘れもなく安心です。

手続き
　金融機関の預貯金通帳とその通
帳に登録してある印鑑を持参のう

町・県民税第１期
今月の町税納期限は、
６月 30日（月）です。

え、各金融機関で申し込みをし
てください。

取扱金融機関（本・支店、本・支所）
・福岡銀行　・西日本シティ銀行
・福岡ひびき信用金庫
・九州労働金庫　・ゆうちょ銀行
・福岡豊築農業協同組合

税金は、納期内に納めましょう。

問い合わせ
　税務課　徴収係（内線 217）



　　発行：築上町役場　総務課　情報政策係　TEL56-0300（内線 335）　　印刷：㈱文信堂印刷所

　世帯数 54 世帯　人口　約 140 人

～自然を活かし、活力ある上ノ河内～

～人権・福祉・環境を守り、地域住民の
心豊かな生活と経済力の自立的発展をめざす～

　世帯数 97 世帯　人口　約 250 人

町の原動力である自治会を

　　　　　　紹介するコーナーです

フレー
フレー

　自治
会 No.2
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築
上
町
の
東
南
端
に
位
置
し
、
南
北
に
長
く
中

央
に
県
道
上
ノ
河
内
有
安
線
が
通
っ
て
お
り
、
周

り
は
山
と
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
、
自
然
豊
か
な
自
治

会
で
す
。
反
面
、
交
通
の
便
が
悪
い
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
伴
っ
て
年
々
人
口

が
減
少
し
、
現
在
は
約
１
４
０
人
で
す
。

　

そ
ん
な
自
治
会
で
す
が
、
環
境
整
備
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
平
成
19
年
４
月
に
「
上
ノ
河
内
地
域

資
源
保
全
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
資
源

保
全
会
で
は
、
荒
廃
地
を
作
ら
な
い
よ
う
に
水
路

や
道
路
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
し

い
自
治
会
を
目
指
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
と
と
も
に
年

４
回
、
県
道
や
町
道
、
農
道
の
草
刈
を
行
う
な
ど
、

環
境
美
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
住
民
の
意
識
は
高
く
、
多

く
の
世
帯
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地

区
は
地
下
水
が
豊
富
で
き
れ
い
な
飲
料
水
に
恵
ま

れ
て
い
る
の
が
特
徴
の
一
つ
で
、
農
地
・
水
・
環

境
の
保
全
活
動
に
地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

自
治
会
の
抱
え
る
課
題
は
、
住
民
の
少
子
高
齢

化
と
い
え
ま
す
。
若
者
の
流
出
が
続
き
、
神
幸
祭

な
ど
の
自
治
会
活
動
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

住
民
同
士
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
対
策

を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
全
体
で
環
境
整
備
の
推
進

を
図
っ
て
い
る
上
ノ
河
内
自
治
会
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
築
城
駅
か
ら
約
４
㎞
南
西
に
位
置
し
た

平
坦
地
域
で
、
東
西
に
椎
田
道
路
が
走
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
交
通
の
要
所
と
な
る
築
城
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、
交
通
の
便
の
よ
い
地

域
で
す
。

　

農
家
の
数
は
地
域
の
３
割
弱
で
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
小
規
模
な
兼
業
農
家
で
す
。

　

主
な
年
間
行
事
は
、
神
幸
祭
、
地
蔵
祭
り
、

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
で
す
。
５
月
の
満
田
神

社
の
神
幸
祭
は
安
武
地
区
合
同
で
行
い
ま
す
。

地
蔵
祭
り
は
８
月
と
１
月
に
行
わ
れ
、
８
月
は

盆
踊
り
、
１
月
は
地
域
に
あ
る
地
蔵
に
お
参
り

し
、
参
加
者
で
食
事
を
楽
し
み
ま
す
。
ふ
れ
あ

い
餅
つ
き
大
会
は
、
住
民
同
士
の
交
流
を
図
る

場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
多
く
の
住
民

が
参
加
し
ま
す
。
つ
い
た
餅
は
、
高
齢
者
世
帯

な
ど
に
配
ら
れ
、
皆
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事

の
一
つ
で
す
。
自
治
会
の
中
に
は
町
営
住
宅
が

あ
り
、
入
居
者
と
の
交
流
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
「
お
互
い
に
あ
い
さ
つ
を
し
よ

う
」
と
い
う
自
治
会
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
住
民

同
士
の
親
睦
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

人
へ
の
思
い
や
り
、
そ
し
て
あ
い
さ
つ
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
活
動
し
て
い
る
安
武
第
２
自

治
会
。
住
民
同
士
の
交
流
を
図
り
、
健
康
で
快

適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
人
権
・
福
祉
・
環

境
を
守
り
、
地
域
住
民
の
心
豊
か
な
生
活
を
目

指
し
て
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

上
うえ

ノ
の

河
かわち

内自治会
　自治会長
　小　野　博　敏さん

安
やす

武
たけ

第
だい

２自治会
　自治会長
　吉　元　正　二さん

安武第２

上ノ河内


